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語文111（2018・12　大阪大学国語国文学会）

句
読
法
の
定
着
過
程
に
お
け
る
規
範
意
識
の
考
察

―
博
文
館
の
投
稿
雑
誌
を
中
心
に

―

坂　
　

井　
　

晶　
　

子

一
　
は
じ
め
に

句
読
法
に
は
統
語
境
界
を
示
し
、
文
意
を
受
け
取
り
や
す
く
す
る
と
い
う

働
き
が
あ
る（

（
（

。
日
本
で
は
明
治
維
新
以
後
、
西
洋
の
書
物
と
の
接
触
に
よ
り

句
読
法
の
文
意
の
明
瞭
化
と
い
う
機
能
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た（

（
（

。
小

林
（
一
九
七
七
）
が
示
す
よ
う
に
、〈
、
〉
と
〈
。
〉
を
使
い
分
け
る
句
読
法

は
印
刷
物
に
お
い
て
明
治
二
〇
年
代
に
広
ま
っ
た
。
坂
井
（
二
〇
一
八
）
は
、

こ
う
し
た
句
読
法
が
義
務
教
育
に
組
み
込
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
明
治

三
九
年「
句
読
法
案
」以
降
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
日
本
で
は
、
印

刷
物
か
ら
句
読
法
の
定
着
が
始
ま
り
、
次
い
で
手
書
き
の
文
に
広
ま
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
間
を
繋
ぐ
研
究
は
管
見
で
は
見
ら
れ
な
い
。

本
稿
で
は
、
印
刷
と
手
書
き
の
中
間
物
と
し
て
、
明
治
二
〇
〜
三
〇
年
に

出
版
さ
れ
た
少
年
向
け
の
投
稿
雑
誌
に
注
目
す
る
。
こ
の
う
ち
最
も
商
業
的

な
成
功
を
収
め
た
博
文
館
の
雑
誌
を
用
い
、
投
稿
規
定
に
お
け
る
句
読
法
へ

の
言
及
と
掲
載
さ
れ
た
投
稿
作
文
の
句
読
点
を
比
較
し
、
明
治
期
に
お
け
る

句
読
法
の
規
範
意
識
を
考
察
す
る
。
具
体
的
に
は
、
中
等
程
度
の
学
生
を
対

象
と
し
た
雑
誌
で
句
読
法
が
要
請
さ
れ
て
い
た
一
方
、
対
象
に
尋
常
小
学
生

を
含
む
雑
誌
で
は
、
句
読
点
＝
初
心
者
の
も
の
と
い
う
意
識
又
は
投
稿
者
の

作
文
能
力
の
未
熟
の
た
め
に
句
読
点
が
禁
じ
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
。

二
　
先
行
研
究
と
問
題
の
所
在

二
．
一
　
印
刷
物
に
お
け
る
句
読
点

矢
作
（
一
九
七
六
）
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
明
治
維
新
ま
で
日
本
で

は
句
読
点
が
積
極
的
に
使
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
矢
作
氏
は
、

注
釈
に
由
来
す
る
句
読
点
は
訓
点
等
と
同
等
の
要
素
と
見
做
さ
れ
て
お
り
、

そ
れ
ら
の
符
号
は
「
教
養
の
な
い
人
の
も
の
」
で
、「
文
に
点
を
つ
け
な
い
こ

と
が
権
威
あ
る
」
も
の
だ
と
い
う
意
識
の
た
め
で
あ
る
と
述
べ
る（

（
（

。

一
方
、
杉
本
（
一
九
六
七
）
等
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
印
刷
物
で

は
比
較
的
早
い
近
世
期
の
段
階
で
句
読
点
が
導
入
さ
れ
て
い
る
。
近
世
期
に

お
け
る
印
刷
技
術
の
普
及
と
句
読
点
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
矢
田
（
一
九
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九
八
）
で
考
察
さ
れ
て
い
る
。
矢
田
氏
は
、
手
書
き
本
＝
生
産
者
志
向
／
印

刷
本
＝
消
費
者
志
向
と
い
う
オ
ン
グ
の
論
を
書
記
史
に
敷
衍
し
て
考
察
し
て

い
る
。
手
書
き
本
に
は
略
号
等
生
産
者
側
の
手
間
を
省
く
た
め
の
手
段
が
使

用
さ
れ
る
（
生
産
者
志
向
）
の
に
対
し
、
印
刷
本
は
、
校
正
な
ど
の
手
間
を

か
け
て
読
者
が
読
み
や
す
い
よ
う
に
作
ら
れ
る
（
消
費
者
志
向（

（
（

）。
矢
田
氏

は
、
印
刷
物
の
書
記
に
お
け
る
「
消
費
者
志
向
」
の
典
型
と
し
て
表
記
符
号

を
あ
げ
、
読
者
が
意
味
を
と
ら
え
る
補
助
と
な
る
句
読
点
、
即
ち
消
費
者
志

向
の
句
読
点
が
近
世
前
期
の
板
本
に
現
れ
始
め
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い

る
。印

刷
物
の
書
記
に
お
け
る
生
産
者
志
向
／
消
費
者
志
向
に
つ
い
て
、
活
版

印
刷
に
即
し
て
考
え
る
と
、
句
読
点
の
印
刷
の
た
め
に
一
工
程
増
え
る
が
、

読
者
に
と
っ
て
は
文
章
が
読
み
易
く
な
る
。
活
版
印
刷
で
は
、
原
稿
の
活
字

を
拾
う
文
選
の
後
、
組
版
時
に
句
読
点
や
約
物
を
挿
入
す
る（

（
（

。
句
読
点
が
な

い
と
工
程
が
減
る
（
生
産
者
志
向
）
一
方
、
句
読
点
を
つ
け
る
方
が
読
者
の

読
解
の
手
間
は
減
る
（
消
費
者
志
向
）。
小
林
（
一
九
七
七
）
は
、
低
学
年
向

け
の
教
科
書
で
明
治
二
〇
年
頃
に
句
読
点
が
現
れ
る
一
方
、
一
般
の
雑
誌
に

お
い
て
も
、
明
治
二
〇
〜
二
五
年
の
間
に
現
行
の
句
読
法
が
導
入
さ
れ
つ
つ

あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
前
者
が
「
教
養
の
な
い
人
」
の
た
め

の
句
読
点
で
あ
る
の
に
対
し
、
後
者
は
消
費
者
志
向
の
句
読
点
で
あ
る
。

二
．
二
　
投
稿
雑
誌
と
そ
の
周
辺

滑
川
（
一
九
七
七
）
に
よ
れ
ば
『
穎
才
新
誌
』（
明
治
十
年
創
刊
）
を
始
め

と
し
た
投
稿
雑
誌
は
エ
リ
ー
ト
層
を
中
心
と
し
た
生
徒
の
実
力
発
表
の
場
と

し
て
機
能
し
た
。
明
治
二
〇
年
代
に
は
リ
テ
ラ
シ
ー
の
向
上
を
背
景
と
し
て
、

複
数
の
出
版
社
が
投
稿
雑
誌
を
創
刊
し
て
い
る（

（
（

。
こ
の
う
ち
最
も
成
功
を
収

め
た
の
は
博
文
館
の
『
少
年
世
界
』
で
あ
る
。
紅
野
（
二
〇
〇
三
）
は
、
博

文
館
の
商
業
的
な
成
功
は
教
育
制
度
の
体
系
化
に
連
動
し
た
事
態
で
あ
る
こ

と
を
指
摘
し
た
。
米
田
（
一
九
九
一
）
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
明
治
二
〇
年
代

に
は
中
間
層
の
増
大
を
背
景
と
し
て
中
等
教
育
機
関
の
整
備
が
進
め
ら
れ
、

明
治
一
九
年
に
全
国
に
五
六
校
だ
っ
た
中
学
校
が
、
十
年
後
の
明
治
二
九
年

に
は
一
二
一
校
に
増
加
し
て
い
る
。
こ
れ
と
紅
野
氏
の
指
摘
と
を
照
ら
し
合

わ
せ
れ
ば
、
未
成
年
者
を
対
象
に
し
た
投
稿
雑
誌
を
、
博
文
館
が
い
わ
ば
商

売
と
し
て
成
立
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
背
景
と
し
て
、
明
治
二
〇
年
代
に
増

加
し
た
中
等
教
育
機
関
と
そ
の
生
徒
の
存
在
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
生

徒
の
存
在
が
、
一
旦
は
複
数
の
雑
誌
を『
少
年
世
界
』に
統
合
し
な
が
ら
、
再

び
雑
誌
の
再
編
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
原
因
と
な
っ
た
（
後
述
）。

複
数
の
先
行
研
究
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
投
稿
作
文
の
選
別
と
掲

載
の
権
力
を
編
集
者
が
持
つ
以
上
、
投
稿
欄
の
あ
り
方
は
編
集
者
側
に
よ
っ

て
規
定
さ
れ
る
。
岩
田
（
一
九
九
七
）
は
、『
少
年
世
界
』
の
投
稿
欄
で
、
明

治
三
六
年
よ
り
実
文
＝
言
文
一
致
体
を
使
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
つ

い
て
、
編
集
側
の
「
幼
稚
な
言
文
一
致
の
書
き
手
」
と
い
う
少
年
像
の
要
請

と
投
稿
者
に
よ
る
そ
の
内
面
化
の
結
果
だ
と
指
摘
し
た
。
岩
田
氏
の
指
摘
は

内
容
や
文
体
に
対
す
る
編
集
側
の
規
定
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
と

同
様
の
こ
と
は
、
形
式
面
に
つ
い
て
も
起
こ
り
う
る
。
即
ち
、
①
投
稿
規
定

と
い
う
明
言
さ
れ
た
部
分
と
②
掲
載
さ
れ
た
作
文
に
暗
に
示
さ
れ
る
姿
に

よ
っ
て
、
編
集
側
の
形
式
面
に
対
す
る
態
度
が
示
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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本
稿
で
は
、
主
に
博
文
館
の
少
年
向
け
の
投
稿
雑
誌
を
用
い
、
編
集
側
の

句
読
法
に
対
す
る
規
範
意
識
を
考
察
す
る
。
具
体
的
に
は
、
明
治
二
八
年
〜

三
一
年
の
同
時
期
に
出
版
さ
れ
た
『
少
年
世
界
』（
以
下
『
世
界
』）
と
『
少

年
文
集
』（
以
下
『
文
集
』）
を
用
い
、
投
稿
規
定
と
投
稿
作
文
に
使
用
さ
れ

た
句
読
点
を
比
較
し
、
作
文
修
養
及
び
意
見
発
表
を
目
的
と
す
る
中
等
教
育

程
度
の
学
生
が
対
象
の
雑
誌
に
お
い
て
は
、
句
読
点
の
使
用
が
早
く
に
要
請

さ
れ
て
い
た
一
方
、
尋
常
小
学
生
の
含
ま
れ
る
層
が
対
象
と
な
る
雑
誌
で
は

句
読
点
が
禁
じ
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
。
本
稿
で
の
調
査
対
象
は
普
通

文
・
和
文
・
書
牘
文
と
し
、
詩
歌
・
漢
文
は
調
査
対
象
か
ら
除
外
す
る（

（
（

。
統

語
境
界
を
示
す
記
号
と
し
て
は
〈
、
〉〈
。
〉〈
」
〉
等
を
調
査
対
象
と
し
、

〈
…
〉〈
―
〉〈
！
〉〈
？
〉
等
の
情
意
を
示
す
記
号（

（
（

は
扱
わ
な
い
。
又
、
編
集

者
の
手
が
入
る
可
能
性
を
踏
ま
え
、
本
稿
で
は
、
掲
載
さ
れ
た
作
文
を
実
態

そ
の
も
の
で
は
な
く
編
集
者
の
選
別
・
校
正
を
経
た
も
の
と
し
て
扱
う
。

三
　『
世
界
』『
文
集
』
創
刊
時
に
お
け
る
句
読
法
の
概
観

三
．
一
　
句
読
法
に
関
す
る
言
説

明
治
二
〇
〜
三
〇
年
代
に
は
、
句
読
点
を
解
説
す
る
書
物
は
複
数
存
在
し
、

〈
、
〉
と
〈
。
〉
の
機
能
に
関
す
る
記
述
も
教
科
書
を
中
心
に
見
ら
れ
る
。

飛
田（
一
九
七
四
）に
指
摘
が
あ
る
よ
う
に
、
文
部
省
図
書
課
作
成
の「
句

読
法
案
」（
明
治
三
九
年
）
が
日
本
語
の
文
章
へ
の
句
読
点
導
入
の
過
程
に

お
け
る
一
つ
の
区
切
り
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、筆
者
の
調
べ
る
限
り
、そ

れ
ま
で
に
類
似
の
著
作
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
高
津
鍬
三

郎
『
日
本
中
文
典
』（
明
治
二
四
刊
）
は
、
高
津
の
高
等
中
学
校
で
の
講
義
録

の
改
稿
で
あ
り
、〈
、
〉
と
〈
。
〉
を
使
い
分
け
る
句
読
法
に
つ
い
て
、「
読

者
を
し
て
文
意
を
了
解
し
易
か
ら
し
め
、
ま
た
文
意
を
誤
解
せ
ざ
ら
し
め
ん

が
為
に
付
す（

（
（

」も
の
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
明
治
三
〇
年
代
に
は
、尋

常
中
学
校
の
文
法
教
科
書
に
句
読
法
の
解
説
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る（

（1
（

。
明

治
二
〇
年
〜
三
〇
年
ご
ろ
は
、
共
通
の
書
記
規
範
は
成
立
し
て
い
な
か
っ
た

が
、
文
意
の
明
瞭
化
を
目
的
と
し
た
句
読
点
の
使
用
自
体
は
新
奇
な
考
え
方

で
は
な
く
、
中
等
教
育
機
関
等
で
は
受
容
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

教
科
書
以
外
で
は
、
須
永
金
三
郎
『
日
本
学
生
用
文
』（
明
治
二
四
年
）
が

あ
る
。
須
永
は
博
文
館
の
少
年
向
け
雑
誌
『
日
本
之
少
年
』
の
編
集
者
で
あ

り
、
本
書
は
そ
の
経
験
を
踏
ま
え
、
少
年
向
け
の
作
文
書
と
し
て
博
文
館
か

ら
出
版
さ
れ
た
。
文
章
符
号
は
「
読
者
ヲ
シ
テ
解
シ
易
カ
ラ
シ
メ（

（1
（

」
る
た
め

に
使
用
す
る
も
の
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。〈
、
〉
と
〈
。
〉
は
使
い
分

け
ず
、
ま
と
め
て
「
句
点
」
と
し
て
は
い
る
も
の
の
、
教
育
機
関
以
外
で
句

読
点
の
機
能
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

三
．
二
　
雑
誌
に
お
け
る
句
読
法
の
概
観

次
に
、
博
文
館
の
雑
誌
に
お
け
る
句
読
点
の
状
況
を
概
観
す
る
。『
少
年
世

界
』
と
同
時
に
創
刊
さ
れ
た
『
太
陽
』
及
び
そ
の
前
身
誌
の
う
ち
『
日
本
大

家
論
集
』『
婦
女
雑
誌
』に
つ
い
て
、
詩
歌
と
漢
文
を
除
く
各
記
事
に
ど
の
よ

う
な
句
読
点
が
使
用
さ
れ
て
い
る
か
を
分
類
し
た
。

統
語
境
界
を
明
示
し
て
文
意
を
明
確
に
す
る
と
い
う
句
読
点
の
機
能
を
踏

ま
え
た
上
で
、
そ
の
導
入
過
程
を
考
察
す
る
際
に
は
、
使
用
さ
れ
て
い
る
句

読
点
の
種
類
と
共
に
そ
の
使
用
の
程
度
が
問
題
に
な
る
。
例
え
ば
、
同
じ
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〈
、
〉の
み
を
使
用
す
る
場
合
も
、
そ
れ
が
そ
の
記
事
全
体
に
つ
け
ら
れ
て
い

る
場
合
と
、
並
列
等
一
部
に
の
み
使
用
さ
れ
て
い
る
場
合
と
で
句
読
点
の
機

能
は
大
き
く
異
な
る
。
本
稿
で
は
、
並
列
や
人
名
の
区
切
り
に
の
み
〈
、
〉

を
用
い
る
等
の
用
法
を
ま
と
め
、
仮
に
《
パ
ラ
句
読
点
》
と
い
う
分
類
を
設

け
た（

（1
（

。
二
重
線
で
区
切
ら
れ
た
左
側
が
句
読
点
を
全
く
又
は
ほ
ぼ
用
い
な
い

形
式（
な
し
・
パ
ラ
）で
あ
り
、
右

側
は
、「
そ
の
他
」
を
除
き
、〈
、
〉、

〈
。
〉、〈
、
〉
と
〈
。
〉、
い
ず
れ

か
の
句
読
点
を
、
文
章
全
体
に
用

い
る
形
式
で
あ
る
。
表
一
に
結
果

を
ま
と
め
る
。

『
日
本
大
家
論
集
』『
婦
女
雑

誌
』
い
ず
れ
も
創
刊
当
時
は
句
読

点
を
全
く
用
い
な
い
（
以
下
「
な

し
」）記
事
が
多
い
が
、
次
第
に
何

ら
か
の
句
読
点
を
用
い
る
も
の
が

出
現
す
る
よ
う
に
な
る
。『
太
陽
』

一
巻
一
号
で
は
「
な
し
」
は
約
二

割
、
並
列
の
み
〈
、
〉
を
付
す
等

（
以
下
「
パ
ラ
」）
を
含
め
る
と
約

三
割
の
記
事
で
句
読
点
を
ほ
ぼ
又

は
全
く
使
用
し
な
い
。
た
だ
し
、

『
太
陽
』
で
は
、「
な
し
」
や
「
パ

ラ
」
の
う
ち
半
数
は
彙
報
等
の
短
文
の
記
事
か
、
新
聞
各
社
の
社
説
の
引
用

等
で
あ
り
、
分
量
で
言
う
と
目
次
と
広
告
を
除
い
た
二
〇
四
ペ
ー
ジ
中
十
二

ペ
ー
ジ
程
度
で
あ
る
。『
世
界
』
一
巻
一
号
で
は
、
新
刊
紹
介
の
他
は
全
て
句

読
点
が
使
わ
れ
て
い
る
。『
太
陽
』
で
は
〈
、
〉
の
記
事
が
多
い
も
の
の
、
読

者
の
読
解
の
手
間
を
省
く
消
費
者
志
向
の
句
読
点
が
定
着
し
つ
つ
あ
る
と
言

表一　『少年世界』、『太陽』とその前身誌の句読法

段落・
文章末
〈。〉
※１

現行の
句読法

？
※２

12号(21) 26 7 1 34

割合（％） 76.5% 20.6% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 2.9% 100.0%

20号（22） 11 8 3 1 6 2 31

割合（％） 35.5% 25.8% 9.7% 0.0% 3.2% 19.4% 6.5% 0.0% 100.0%

2(1)(23) 18 12 15 1 1 1 2 1 51

割合（％） 35.3% 23.5% 29.4% 2.0% 2.0% 2.0% 3.9% 2.0% 100.0%

3(1)(24) 3 5 10 1 2 21

割合（％） 14.3% 23.8% 47.6% 4.8% 0.0% 0.0% 9.5% 0.0% 100.0%

4(1)(25) 20 11 11 42

割合（％） 47.6% 26.2% 26.2% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0%

5(1)(26) 12 3 44 4 2 65

割合（％） 18.5% 4.6% 67.7% 0.0% 0.0% 6.2% 3.1% 0.0% 100.0%

6(1)(27) 21 11 20 1 1 2 56

割合（％） 37.5% 19.6% 35.7% 0.0% 0.0% 1.8% 1.8% 3.6% 100.0%

1(1)(24) 5 5 2 1 2 15

割合（％） 33.3% 0.0% 33.3% 13.3% 0.0% 6.7% 13.3% 0.0% 100.0%

2(1)(25) 8 1 8 7 1 2 27

割合（％） 29.6% 3.7% 29.6% 0.0% 0.0% 25.9% 3.7% 7.4% 100.0%

3(1)(26) 35 8 5 1 9 1 59

割合（％） 59.3% 13.6% 8.5% 0.0% 1.7% 15.3% 0.0% 1.7% 100.0%

4(1)(27) 11 19 8 1 39

割合（％） 28.2% 0.0% 48.7% 0.0% 0.0% 20.5% 0.0% 2.6% 100.0%

太陽1(1)(28) 23 12 41 6 13 23 118

割合（％） 19.5% 10.2% 34.7% 5.1% 11.0% 19.5% 0.0% 0.0% 100.0%

少年世界1(1)(28) 1 1 4 6 30 42

割合（％) 0.0% 2.4% 2.4% 9.5% 14.3% 71.4% 0.0% 0.0% 100.0%

※2　「？」には、〈、〉と〈。〉を使い分けるものの、現行の句読法では〈。〉と思われる部
分に〈、〉を用いる、あるいはその逆など、現行のものと異なる用法のものを分類した。以下表
四〜六も同じ。

※3　「その他」には〈」〉など〈、〉〈。〉以外の形式を用いるものを分類した。以下表四〜
六も同じ。

※4　空欄は用例がないことを示す。以下表四〜六も同じ。

〈、〉〈。〉

その
他
※3 合計

日
本
大
家
論
集

婦
女
雑
誌

※１　「段落・文章末〈。〉」とは、文中・文末に〈、〉を用い、段落改行時もしくは作文の末
尾に〈。〉を用いる形式である。〈、〉と類似の形式と言える。

巻号
（年度/数字は
明治を示す） なし パラ 〈、〉 〈。〉
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え
る
。

『
世
界
』
が
創
刊
さ
れ
た
明
治
二
八
年
に
お
い
て
、『
太
陽
』
に
掲
載
さ
れ

た
記
事
の
句
読
法
は
、
記
事
に
よ
っ
て
使
用
す
る
句
読
点
の
種
類
は
異
な
る

も
の
の
、
概
ね
記
事
の
全
体
に
使
用
す
る
方
式
が
主
流
と
な
っ
て
お
り
、
消

費
者
志
向
の
句
読
点
が
定
着
し
て
い
た
と
言
え
る
。

三
．
三
　
未
成
年
層
を
対
象
と
し
た
投
稿
雑
誌
の
概
観

三
．
三
．
一
　
調
査
対
象

本
項
で
は
、未
成
年
を
対
象
と
し
た
投
稿
雑
誌
に
つ
い
て
、対
象
読
者
、投

稿
作
文
以
外
の
記
事
、
投
稿
規
定
、
投
稿
作
文
の
四
点
に
つ
い
て
概
観
す
る
。

滑
川
（
一
九
七
七
）
に
挙
げ
ら
れ
た
雑
誌
の
う
ち
、『
少
年
文
武
』『
少
女
世

界
』
を
除
い
た
投
稿
雑
誌
を
調
査
対
象
と
す
る
。
対
象
は
各
雑
誌
の
各
巻
一

号
と
す
る
。
た
だ
し
、『
中
学
世
界
』
を
除
く
博
文
館
の
雑
誌
と
『
少
年
園
』

『
少
年
倶
楽
部
』
の
投
稿
規
定
に
つ
い
て
は
一
部
を
除
く
全
号
を
確
認
し
た（

（1
（

。

調
査
期
間
は
明
治
四
五
年
ま
で
と
し
た
。
結
果
を
表
二
に
示
す
。

三
．
三
．
二
　
投
稿
作
文
以
外
の
記
事

前
述
の
よ
う
に
、『
太
陽
』
で
は
、
短
信
記
事
を
除
い
て
句
読
点
を
文
全
体

に
使
用
す
る
記
事
の
方
が
多
い
。
た
だ
し
、
使
用
す
る
句
読
点
は
統
一
さ
れ

て
い
な
い
。
投
稿
雑
誌
に
お
い
て
も
概
ね
同
様
の
状
況
で
あ
る
が
、
雑
誌
に

よ
っ
て
詳
細
は
異
な
る
。
こ
の
う
ち
『
日
本
之
少
年
』
に
つ
い
て
は
、
創
刊

当
時
は
「
な
し
」
の
も
の
も
多
く
、
明
治
二
〇
年
代
後
半
は
何
ら
か
の
句
読

点
を
使
用
す
る
も
の
が
増
加
す
る
。
い
ず
れ
の
雑
誌
に
お
い
て
も
、
明
治
二

〇
年
代
末
で
は
、
句
読
点
を
使
用
す
る
記
事
が
主
流
と
な
っ
て
い
る
。

三
．
三
．
三
　
対
象
読
者
層

次
に
対
象
読
者
層
に
つ
い
て
確
認
す
る
。
明
治
十
年
創
刊
の『
穎
才
新
誌
』

で
は
、
投
稿
者
に
対
し
て
年
齢
や
学
年
に
よ
る
区
分
を
設
け
て
お
ら
ず
、
掲

載
者
に
つ
い
て
も
年
齢
に
幅
が
あ
る（

（1
（

。
こ
れ
に
対
し
、
明
治
二
〇
年
代
に
創

刊
さ
れ
た
投
稿
雑
誌
で
は
、
小
学
生
と
中
等
程
度
（
尋
常
中
学
校
、
師
範
学

校
等
）
で
対
象
読
者
を
分
け
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
高
等
小
学
生
に
つ
い
て

は
中
間
的
な
位
置
づ
け
で
あ
り
、
小
学
生
向
け
と
し
て
尋
常
小
学
生
と
ま
と

め
ら
れ
る
場
合
と
尋
常
中
学
等
と
共
に
中
等
教
育
程
度
向
け
の
雑
誌
で
対
象

と
な
る
場
合
の
両
方
が
見
ら
れ
る
。

三
．
三
．
四
　
投
稿
規
定

各
雑
誌
の
投
稿
規
定
に
お
け
る
句
読
法
へ
の
言
及
の
有
無
を
確
認
す
る
。

明
治
二
〇
年
代
半
ば
か
ら
明
治
三
〇
年
に
か
け
て
句
読
点
に
言
及
す
る
規
定

が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
明
治
三
〇
年
代
は
、
句
読
点
を
使
用
し
、
か
つ

一
字
と
し
て
書
く
よ
う
に
規
定
す
る
も
の
が
見
ら
れ
る
。

こ
の
う
ち
同
時
期
に
複
数
の
投
稿
雑
誌
を
出
版
し
て
い
た
の
は
、
博
文
館

と
学
齢
館
（
の
ち
北
隆
館
）
で
あ
り
、
ど
ち
ら
も
中
等
程
度
の
学
力
を
有
す

る
層
に
対
し
て
句
読
点
を
使
用
す
る
よ
う
規
定
し
て
い
る
。
博
文
館
で
は
、

『
学
生
筆
戦
場
』『
文
集
』『
中
学
世
界
』
に
お
い
て
句
読
点
を
付
す
よ
う
に

規
定
（『
学
生
筆
戦
場
』
の
場
合
は
許
容
）
し
て
い
る
の
に
対
し
、『
少
年
世

界
』
で
は
句
読
点
の
使
用
を
禁
じ
て
い
る
。
学
齢
館
の
場
合
、
尋
常
・
高
等
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表二　各社投稿雑誌概観

誌名 出版社 対象
調査
期間

刊行
頻度

年度 巻号
投稿規定における言及

掲載作文の
句読法

投稿
以外

穎才新誌
製紙分社→
穎才新誌社

中等教
育中心

10−31 週刊 10−31
なし→混在→
〈、〉

21−27
1−86、88−
156 投稿規定における言及なし

〈、〉〈。〉

25 87
草稿は句読点をつくるはよろしけれど
も、字の側にヽヽヽ○○○などを付すべ
からず。（漢文和訳の課題について）

〈、〉〈。〉

少国民
学齢館→北
隆館→鳴皐
書院

尋常・
高等小
学生

22−34
月刊
→月
二

22−35
〈、〉〈。〉
25から混在

〈、〉
〈。〉

日本之少
年

博文館
高等小
−尋常
中

22−27 月刊 22−27 混在 混在

幼年雑誌 博文館 小学生 24−27 月二 24−27 混在 混在

小学生徒
筆戦場

博文館 小学生 24−26 月刊 24−26 混在 混在

27 1−5 投稿規定における言及なし

27 6−24 原稿に○○○○ヽヽヽヽヽの如き圏点を
附するを得ず句読を切るは妨げなし

28 1(1)−(5) 言及なし

28−31 1(6)−4(6) 句読及圏点は附すべからず

31−32
4(7)−
5(16)

（投稿規定なし）

32−37
5(17)−
10(16)

言及なし

38 11(1)
投書には句読を施し圏点を附するこ
とは禁ず。

38−45
11(4)−
18(16)

言及なし（15(2)まで圏点を禁じる
規定あり）

28 1(1)−(3) 言及なし

29 2(1)−(2)
投書には句読及び圏点を施すことなか
れ

29 2(3)
「投書には句読及び圏点を施すことな
かれ」と「投書には各自句読を施すべ
し。」を併記　※２

29−30 2(4)−3(2)
投書には圏点を施すことなかれ。
投書には各自句読を施すべし。

30−31 3(4)−4(9)
投書には圏点を施すことなかれ。
投書には各自句点を施すべし。

30−31 1(1)−2(2)
言及なし

混在

31
2(3)−
2(12)

句点を施すべし但句点は一個一字に
計算す

なし、2巻4号
から〈、〉

中学世界 博文館
中等教
育中心

31−45 月二 31−45
1(1)−
15(?)

投書には各自句点を施すべし、圏点
は一切施すを禁ず

混在 混在

少年 時事新報社
12−16
才

36−45 月刊 36−45 〈、〉〈。〉
〈、〉
〈。〉

39 1(1)−
句切りの点も一字として勘定することは
皆、雑誌に載つてゐる通りです。

41 3(1)−
一句ごとに句を切る事。但し句読も一
字に勘定す。

42 4(1)−
一句毎に必ず句読を切る事。但し、句
読も一字に勘定するのです。

43−45
5(?)−７
(?) 言及なし

※１　調査期間と年度の数字は明治。

※２　巻号の数字のうちカッコの外が巻、カッコ内が号（例　一巻一号＝１（１））。号数のみのものは数字のみで示す。

※３　校正上のミスであると考えられる。

少年世界 博文館 6−17才 28−45 月二

〈、〉〈。〉
〈、〉
〈。〉

混在

混在 混在

混在 混在

投稿規定における言及なし

日本少年
実業之日本
社

12−16
才

39−45 月刊

少年倶楽
部

北隆館
高等小
−尋常
中

30−31 月刊

少年文集 博文館

高等小
学校・
尋常中
学校・
尋常師
範学校

28−31 月刊

混在 混在
学生筆戦
場

博文館
中等教
育中心

27 月二

〈、〉
〈。〉

投稿規定における言及なし

投稿規定における言及なし

投稿規定における言及なし

投稿規定における言及なし

投稿規定における言及なし

少年園 少年園
高等小
−尋常
中

21−27 月二

表二　各社投稿雑誌概観
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小
学
生
を
対
象
と
し
た
『
少
国
民
』
に
お
い
て
は
句
読
点
に
関
す
る
言
及
は

な
い
一
方
、
高
等
小
学
校
か
ら
尋
常
中
学
校
を
対
象
と
し
た『
少
年
倶
楽
部
』

で
は
、
二
巻
四
号
よ
り
「
句
点
を
施
す
べ
し
」
と
規
定
し
て
い
る
。

三
．
三
．
五
　
投
稿
作
文

投
稿
作
文
に
お
け
る
句
読
点
の
状
況
は
、
出
版
社
に
よ
っ
て
異
な
る
。
博

文
館
で
は
、
現
行
に
近
い
句
読
法
を
使
用
す
る
作
文
も
創
刊
当
時
か
ら
見
ら

れ
る
一
方
、
明
治
末
に
お
い
て
も
「
な
し
」
の
も
の
が
複
数
見
ら
れ
る（

（1
（

。
こ

れ
に
対
し
、『
中
学
世
界
』
で
は
何
ら
か
の
句
読
法
を
文
章
全
体
に
使
用
す
る

も
の
が
大
半
で
あ
る
。『
少
国
民
』
の
場
合
は
句
読
点
を
全
く
用
い
な
い
も
の

が
圧
倒
的
に
多
く
、
句
読
点
を
使
用
す
る
も
の
は
、
数
号
に
一
作
程
度
見
ら

れ
る
。
明
治
三
〇
年
代
後
半
創
刊
の
『
少
年
』『
日
本
少
年
』
で
は
、
現
行
の

句
読
法
が
投
稿
作
文
と
そ
れ
以
外
の
記
事
の
両
方
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。

四
　
博
文
館
の
少
年
向
け
投
稿
雑
誌

四
．
一
　
博
文
館
の
投
稿
雑
誌
の
創
刊
お
よ
び
統
廃
合

博
文
館
は
、
明
治
二
〇
年
代
に
複
数
の
少
年
向
け
雑
誌
を
創
刊
し
、
そ
れ

ら
を
明
治
二
八
年
に
『
少
年
世
界
』
に
統
合
し
た
後
、
明
治
三
〇
年
代
に
再

び
分
化
の
方
針
を
取
る
。
坪
谷
（
一
九
三
七
）
に
よ
れ
ば
、
年
齢
層
ご
と
に

異
な
る
要
望
に
応
え
る
た
め
、
又
投
稿
作
文
の
増
加
に
対
応
す
る
た
め
、
明

治
二
〇
年
代
に
『
日
本
之
少
年
』『
幼
年
雑
誌
』『
小
学
生
徒
筆
戦
場
』
の
三

誌
の
少
年
向
け
投
稿
雑
誌
を
創
刊
し
た
。
こ
の
う
ち
、『
日
本
之
少
年
』
は
尋

常
小
学
校
卒
業
以
上
の
学
力
を
有
す
る
青
少
年
層
、『
幼
年
雑
誌
』『
小
学
生

徒
筆
戦
場
』
は
高
等
・
尋
常
小
学
生
を
中
心
と
し
た
低
年
齢
層
が
対
象
読
者

層
で
あ
っ
た
。『
小
学
生
徒
筆
戦
場
』
は
、
投
稿
者
層
の
年
齢
が
上
が
る
に
伴

い
（
（1
（

、
明
治
二
七
年
に
『
学
生
筆
戦
場
』
に
改
題
し
た
。
こ
の
三
誌
を
含
む
五

誌
を
統
合
し
、
明
治
二
八
年
に
『
少
年
世
界
』
が
創
刊
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対

し
、『
少
年
文
集
』
は
、『
日
本
之
少
年
』
や
『
学
生
筆
戦
場
』
の
読
者
だ
っ

た
比
較
的
年
齢
が
高
い
少
年
達
の
要
望
も
あ
り（

（1
（

、
明
治
二
八
年
七
月
に
創
刊

さ
れ
、
明
治
三
一
年
九
月
に
『
中
学
世
界
』
に
改
題
さ
れ
た
。

四
．
二
　
各
誌
の
投
稿
規
定
の
比
較

次
に
『
世
界
』
前
身
誌
及
び
『
文
集
』『
中
学
世
界
』
の
投
稿
規
定
を
整
理

す
る
（
前
章
表
二
、
網
掛
部
分
）。
句
読
点
の
言
及
が
な
い
も
の
（『
幼
年
雑

誌
』『
日
本
之
少
年
』『
小
学
生
徒
筆
戦
場
』）、
句
読
点
の
使
用
を
要
請
す
る

も
の
（『
学
生
筆
戦
場
』、『
文
集
』
二
巻
四
号
以
降
、『
中
学
世
界
』）、
句
読

点
を
禁
じ
る
も
の
（『
世
界
』、『
文
集
』
二
巻
一
〜
三
号
）
の
三
種
に
分
か
れ

る
。
い
ず
れ
の
規
定
で
も
圏
点
の
使
用
は
禁
じ
ら
れ
て
い
る（

（1
（

。

上
記
の
表
で
注
目
さ
れ
る
の
は
『
世
界
』
と
『
文
集
』
に
お
け
る
句
読
点

の
扱
い
の
違
い
で
あ
る
。『
少
年
世
界
』
に
お
い
て
は
、
一
巻
六
号
（
明
治
二

八
年
）
か
ら
四
巻
六
号
（
明
治
三
一
年
）
ま
で
句
読
点
を
禁
じ
る
投
稿
規
定

を
掲
載
し
て
い
る
。
そ
の
一
方
、『
少
年
文
集
』
で
は
、
二
巻
一
〜
三
号
で

『
少
年
世
界
』と
同
様
に
句
読
点
を
禁
じ
て
い
る
が
、
二
巻
三
号
か
ら
句
読
点

を
要
請
す
る
投
稿
規
定
を
掲
載
し
て
い
る（

（1
（

。
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四
．
三
　『
少
年
世
界
』
と
『
少
年
文
集
』
の
比
較

四
．
三
．
一
　
両
誌
の
関
係

こ
こ
で
は
二
誌
の
関
係
を
確
認
す
る
。『
文
集
』
は
『
世
界
』
の
別
冊
と
し

て
創
刊
さ
れ
た
が
、
明
治
三
一
年
に
『
中
学
世
界
』
に
改
題
し
た
こ
と
か
ら

も
わ
か
る
よ
う
に
、
中
等
教
育
程
度
の
学
力
を
有
す
る
青
少
年
が
対
象
と

な
っ
て
い
た
。
二
巻
十
二
号
の
改
良
広
告
に
は「
高
等
小
学
、尋
常
中
学
、師

範
学
校
を
始
め
〔
…
〕
非
常
の
喝
采
を
博
し
た
る（

（2
（

」
と
あ
り
、
こ
の
時
に
は

『
世
界
』
よ
り
も
高
い
年
齢
層
に
対
象
を
絞
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
編
集
方
針
が
決
定
さ
れ
た
正
確
な
時
期
は
不
明
で
あ
る
が
、
明
治
二

九
年
の
四
〜
五
月
頃
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。『
世
界
』
で
は
、
誌
上
で
『
文

集
』
と
『
世
界
』
の
併
読
を
読
者
に
呼
び
か
け
て
お
り
、
二
巻
三
〜
九
号
の

投
稿
規
定
で
も
注
意
を
促
し
て
い
る（

（2
（

。
し
か
し
、
一
〇
号
以
降
、
類
似
の
記

事
は
確
認
で
き
な
い
。
又
、『
文
集
』
で
は
、
二
巻
四
号
ま
で
中
島
筑
山
が

『
世
界
』掲
載
の
投
稿
作
文
を
添
削
す
る
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
二
巻

五
号
以
降
は
見
ら
れ
な
い
。『
世
界
』
は
月
二
回
の
刊
行
、『
文
集
』
は
月
刊

で
あ
り
、
お
よ
そ
同
時
期
に
両
誌
の
関
連
を
示
す
記
事
が
見
ら
れ
な
く
な
っ

て
い
る
。
こ
れ
は
『
文
集
』
に
「
投
書
に
は
各
自
句
読
を
施
す
べ
し
。」
と
い

う
投
稿
規
定
が
掲
載
さ
れ
た
時
期
と
お
よ
そ
一
致
す
る
。

四
．
三
．
二
　
内
容
の
比
較

こ
の
項
で
は
、『
世
界
』
及
び
『
文
集
』
の
内
容
を
比
較
す
る
。
対
象
は

『
文
集
』
に
改
良
広
告
の
掲
載
さ
れ
た
次
の
号
で
あ
る
三
巻
一
号
を
用
い
た
。

表
三
に
概
要
を
ま
と
め
る
。

『
世
界
』
は
総
合
雑

誌
で
あ
る
の
に
対
し
、

『
文
集
』
は
作
文
修
養

に
特
化
し
て
い
る
。
投

稿
作
文
に
つ
い
て
は
、

『
世
界
』
が
紙
面
の
お

よ
そ
一
割
前
後
を
掲
載

に
当
て
て
い
る
の
に
対

し
、『
文
集
』
は
お
よ
そ

半
分
近
く
が
割
か
れ
て

い
る
。
投
稿
作
文
以
外

の
記
事
に
つ
い
て
は
、

『
世
界
』
は
評
論
や
読
み
物
な
ど
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
記
事
を
掲
載
す
る
の

に
対
し
、『
文
集
』
は
評
論
と
文
話
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。

又
、
投
稿
作
文
欄
で
は
、
投
稿
者
の
年
齢
の
幅
が
広
い
『
世
界
』
に
比
べ
、

『
文
集
』
は
中
等
教
育
以
上
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
土
居
（
二
〇
〇
八
）
に

お
け
る
『
世
界
』
に
言
及
す
る
投
稿
に
関
す
る
調
査
に
よ
れ
ば
、
投
稿
者
は

高
等
小
学
校
所
属
の
生
徒
が
最
も
多
い
一
方
、
十
四
〜
十
六
歳
の
少
年
の
投

稿
も
多
く
見
ら
れ
る（

（2
（

。
こ
れ
に
対
し
、
筆
者
の
調
査
で
は
、『
文
集
』
掲
載
の

投
稿
作
文
の
う
ち
年
齢
・
肩
書
き
の
記
載
の
あ
る
二
二
件
中
、
尋
常
中
学
校

や
師
範
学
校
等
中
等
教
育
程
度
の
者
が
最
も
多
く
見
ら
れ
る（

（2
（

。

『
世
界
』が
総
合
雑
誌
の
性
格
を
有
し
、
尋
常
小
学
生
か
ら
中
等
教
育
程
度

の
生
徒
ま
で
幅
広
い
年
齢
層
の
読
者
を
抱
え
て
い
た
の
に
対
し
、『
文
集
』
は

表三　『世界』と『文集』概要

創刊

対象

投稿者

性格

懸賞募
集原稿

懸賞文
の分量

少年世界

明治28年1月

6才〜17才

尋常・高等小学生
中心

普通文、和文、漢
文、英文、漢詩（絶
句または律詩）、和
歌、小説

普通文(24字詰150
行)
書簡文(24字詰60行)
和文（24字詰70行）

行数25行以内(32字
詰)

少年文集

明治28年7月

高等小学、尋常中
学、師範学校

尋常中学・尋常師範
学校中心

作文修養に特化総合雑誌

普通文、書簡文、
漢詩（七言絶
句）、和歌、英文
和訳、和文英訳
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作
文
投
稿
雑
誌
で
あ
り
、
読
者
は
中
等
教
育
程
度
の
学
力
を
有

す
る
学
生
が
中
心
と
な
っ
て
い
た
。『
文
集
』
が
こ
の
方
針
を
固

め
た
の
は
二
巻
四
〜
五
号
、
明
治
二
九
年
四
〜
五
月
頃
で
あ
る

と
推
定
さ
れ
る
。

五
　
掲
載
さ
れ
た
投
稿
作
文
の
句
読
点
の
比
較

五
．
一
　『
世
界
』
前
身
誌
の
投
稿
作
文

本
項
で
は
、『
世
界
』
前
身
誌
の
『
日
本
之
少
年
』『
幼
年
雑

誌
』『
小
学
生
徒
筆
戦
場
』（『
学
生
筆
戦
場
』）
の
投
稿
作
文
に

使
用
さ
れ
た
句
読
点
を
調
査
す
る
。
注
意
す
べ
き
は
、
掲
載
作

文
の
句
読
点
が
投
稿
さ
れ
た
そ
の
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
例
え
ば
『
学
生
筆
戦
場
』
十
九
号
に
は
、
投
稿
作
文

が
冒
頭
一
行
分
、
四
作
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。
句
読
点
の
有
無
は

作
文
に
よ
り
異
な
る
が
、
必
ず
し
も
表
記
の
通
り
に
活
字
化
さ

れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い（

（2
（

。
本
稿
で
は
掲
載
さ
れ
た
投
稿
作
文

の
句
読
点
に
つ
い
て
、
編
集
側
の
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
を
経
た
も

の
と
し
て
扱
う
。

前
身
誌
に
掲
載
さ
れ
た
投
稿
作
文
に
つ
い
て
、
一
巻
に
つ
き

三
号
ず
つ
を
調
査
し
た
。
結
果
を
表
四
に
示
す
。
表
二
と
同
様
、

二
重
線
の
左
側
が
句
読
点
を
全
く
あ
る
い
は
ほ
ぼ
用
い
な
い
形

式
、
左
側
が
句
読
点
を
全
体
に
使
用
す
る
形
式
で
あ
る
。
い
ず

れ
の
雑
誌
も
、
創
刊
時
は
「
な
し
」
や
「
パ
ラ
」
が
大
半
を
占

め
る
一
方
、
明
治
二
五
〜
二
六
年
頃
か
ら
〈
、
〉
や
〈
。
〉、
又

表四　『少年世界』前身誌の句読法

段落・
文章末
〈、〉

段落・
文章末
〈。〉

並列
など

段落・
文章末
〈。〉
※2 ？ 現行

24 107 1 3 1 112 95.5% 96.4%

25 104 1 4 5 114 91.2% 95.6%

26 87 12 1 5 3 2 2 1 113 77.0% 88.5%

27 58 1 2 2 3 1 1 1 3 3 75 77.3% 84.0%

24 221 1 1 4 3 1 1 7 239 92.5% 95.0%

25 151 6 3 2 2 1 8 173 87.3% 90.8%

26 203 1 3 10 8 3 4 4 4 20 260 78.1% 83.5%

27 455 26 14 5 37 12 15 84 73 5 726 62.7% 68.9%

22 7 1 1 1 10 70.0% 80.0%

23 63 3 1 1 1 69 91.3% 95.7%

24 50 2 2 2 1 1 58 86.2% 89.7%

25 29 1 4 11 1 2 2 3 53 54.7% 64.2%

26 15 1 6 8 2 1 4 6 5 48 31.3% 45.8%

27 25 4 7 1 5 4 10 9 65 38.5% 44.6%

〈、〉〈。〉パラ　※1

なしの
割合

なし＋
パラの
割合

表四　『少年世界』前身誌の句読法

計

※1　「段落・文章末〈、〉・〈。〉」とは、句読点を用いず、段落改行時もしくは作文の末尾に〈、〉
もしくは〈。〉を用いる形。また、「並列など」としたものには、漢文の句切りのみ句読点を用いる形式
や、ごく少数の句読点を用いるものも含まれる。表五・表六も同じ。

※2　段落・文章末〈。〉」とは、文中・文末に〈、〉を用い、段落改行時もしくは作文の末尾に〈。〉
を用いる形式。〈、〉と類似の形式と言える。表五・表六も同じ。

〈。〉〈、〉

幼
年
雑
誌

学
生
筆
戦
場

日
本
之
少
年

なし その
他

年
度

明
治
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は
そ
の
両
方
を
使
用
す
る
も
の
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。「
な
し
」
の
割
合

は
、『
幼
年
雑
誌
』『
日
本
之
少
年
』
の
う
ち
『
世
界
』
統
合
の
前
年
の
明
治

二
七
年
度
で
若
干
増
加
し
て
い
る
こ
と
を
除
い
て
は
、
概
ね
減
少
傾
向
に
あ

る
。

五
．
二
　『
少
年
世
界
』
と
『
少
年
文
集
』

本
節
で
は
『
世
界
』『
文
集
』
掲
載
の
投
稿
作
文
に
使
用
の
句
読
点
の
種
類

に
つ
い
て
詳
細
な
調
査
を
行
う
。
明
治
二
八
年
か
ら
明
治
三
一
年
ま
で
の
、

臨
時
増
刊
号
を
除
く
全
号
を
調
査
し
た
。
詳
細
は
表
五
・
六
に
示
す
。
分
類

は
表
四
に
準
ず
る
。

ま
ず
『
世
界
』
に
つ
い
て
見
て
い
く
。
普
通
文
や
和
文
で
は
、
創
刊
当
初

は
「
な
し
」
が
最
も
多
く
見
ら
れ
る
一
方
、
文
章
全
体
に
句
読
点
を
使
用
す

る
も
の
も
一
定
数
見
ら
れ
る
。
句
読
点
の
使
用
を
禁
じ
る
投
稿
規
定
が
掲
載

さ
れ
た
一
巻
六
号
以
降
、
句
読
点
を
使
用
す
る
作
文
は
次
第
に
減
少
し
、
一

五
号
か
ら
三
巻
十
二
号
ま
で
は「
な
し
」が
大
半
を
占
め
る
よ
う
に
な
る
。
こ

の
時
期
に
は
、
句
読
点
が
あ
る
場
合
も
一
部
に
の
み
施
さ
れ
て
い
る
形
式

（
パ
ラ
）が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
こ
こ
ま
で
は
、
概
ね
投
稿
規
定
に
沿
お
う
と

し
て
い
る
と
言
え
る
。
三
巻
十
三
号
〜
十
九
号
で
は
、句
読
点
を
用
い
ず
、作

文
末
尾
か
段
落
改
行
時
に
の
み
〈
。
〉
を
用
い
る
形
式
が
増
加
す
る
。
十
二

号
か
ら
十
三
号
へ
の
形
式
面
で
の
転
換
は
急
で
あ
り
、
句
読
点
の
付
け
方
も

一
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
編
集
部
側
で
付
し
た
可
能
性
が
高
い
。

句
読
点
の
出
現
状
況
が
大
き
く
変
化
す
る
の
は
三
巻
二
〇
号
以
降
で
あ
る
。

こ
の
号
以
降
は
「
な
し
」
以
外
の
形
式
、
特
に
〈
、
〉
と
〈
。
〉
を
使
用
す

る
形
式
の
割
合
が
増
え
、
特
に
三
巻
二
三
号
以
降
は
「
な
し
」
又
は
「
パ
ラ
」

が
見
ら
れ
な
く
な
り
、
文
章
全
体
に
句
読
点
を
使
用
す
る
形
式
が
ほ
と
ん
ど

に
な
る
。
書
牘
文
に
つ
い
て
も
、
概
ね
同
様
の
傾
向
が
見
ら
れ
た
。

一
方
、『
文
集
』
で
は
全
号
を
通
じ
て
句
読
点
が
文
全
体
に
使
用
さ
れ
て
い

る
も
の
が
多
数
見
ら
れ
る
。
創
刊
号
で
は
「
な
し
」
と
現
行
の
句
読
法
を
使

用
す
る
も
の
と
が
半
々
で
見
ら
れ
、
二
巻
二
号
以
降
は
基
本
的
に
は
〈
、
〉

を
用
い
、
段
落
改
行
時
に
〈
。
〉
を
打
つ
形
式
が
多
数
を
占
め
る
。
第
四
巻

で
は
〈
、
〉
と
〈
。
〉
を
現
行
の
形
で
用
い
る
も
の
と
文
中
・
文
末
に
〈
、
〉、

段
落
末
に
〈
。
〉
の
も
の
が
同
程
度
見
ら
れ
る
。
書
牘
文
に
関
し
て
は
、
普

通
文
・
和
文
に
比
べ
、〈
、
〉
の
み
を
使
用
す
る
か
、
句
読
点
を
使
用
せ
ず
段

落
改
行
時
や
文
章
末
尾
に
の
み
〈
。
〉
を
打
つ
も
の
が
多
く
見
ら
れ
た
。『
文

集
』
で
は
、
概
ね
投
稿
規
定
に
沿
っ
た
形
式
と
な
っ
て
い
る
と
言
え
る
。

第
三
章
に
お
い
て
、
明
治
二
〇
年
代
に
は
消
費
者
志
向
の
句
読
点
が
現
れ

始
め
て
い
る
こ
と
を
述
べ
た
。
須
永
の
著
書
等
に
見
る
よ
う
に
、
句
読
点
は

読
者
に
自
ら
の
思
想
を
よ
り
分
か
り
や
す
く
伝
達
す
る
手
段
と
し
て
捉
え
ら

れ
つ
つ
あ
っ
た
。
作
文
修
養
と
意
見
発
表
を
大
き
な
目
的
と
し
た
『
文
集
』

に
お
い
て
句
読
点
の
使
用
が
要
請
さ
れ
た
の
は
、
雑
誌
の
記
事
に
お
け
る
消

費
者
志
向
の
句
読
法
の
導
入
の
流
れ
に
沿
っ
た
事
態
で
あ
る
と
言
え
る
。

こ
れ
に
対
し
、『
世
界
』
で
句
読
点
が
禁
じ
ら
れ
た
理
由
と
し
て
は
、
①
印

刷
の
手
間
を
省
く
た
め
②
句
読
点
＝
初
心
者
向
け
と
い
う
意
識
の
た
め
③
投

稿
者
の
作
文
能
力
の
未
熟
の
た
め　

の
三
つ
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

一
点
目
は
、
印
刷
の
工
程
数
を
減
ら
す
目
的
が
あ
っ
た
と
い
う
可
能
性
で

あ
る
。『
世
界
』
は
月
二
回
の
刊
行
で
あ
り
、『
文
集
』
よ
り
も
刊
行
回
数
が
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多
い
。
た
だ
し
、『
文
集
』
は
『
世
界
』
に
比
べ
て
投
稿
作
文
の
掲
載
ペ
ー
ジ

数
が
多
く
、
印
刷
時
の
手
間
に
大
き
な
差
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

二
点
目
に
つ
い
て
は
、
文
章
符
号
が
「
教
養
の
な
い
人
の
も
の
」
で
あ
る

と
い
う
意
識
が
あ
っ
た
た
め
に
、
未
成
年
で
あ
る
投
稿
者
が
、
大
人
で
あ
る

編
集
者
に
提
出
す
る
作
文
に
句
読
点
を
使
用
す
る
の
を
禁
じ
た
の
で
は
な
い

か
と
い
う
可
能
性
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
尋
常
小
学
生
を
含
む
層
に
対
し
て

は
、
消
費
者
志
向
の
句
読
点
に
対
す
る
意
識
よ
り
も
、
従
来
的
な
句
読
点
に

対
す
る
意
識
が
よ
り
強
く
現
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

三
点
目
は
、『
世
界
』
の
投
稿
者
の
作
文
能
力
の
未
熟
に
よ
り
句
読
点
の
使

用
を
禁
じ
た
と
い
う
可
能
性
で
あ
る
。
作
文
能
力
の
未
熟
な
児
童
の
場
合
、

文
意
の
伝
達
と
い
う
目
的
と
相
違
す
る
句
読
点
を
付
す
こ
と
が
あ
る
。

森
蘭
丸
ハ
、
森
ヨ
シ
ナ
リ
ノ
、
子
デ
ア
リ
マ
シ
タ
ガ
、
蘭
丸
ハ
、
少
サ

イ
時
カ
レ
織
田
信
エ
ツ
カ
エ
テ
、
マ
コ
ト
ニ
、
リ
コ
な
、
人
デ
ア
リ
マ

シ
タ
、（
傍
線
部
は
引
用
者
に
よ
る
。
そ
れ
以
外
は
全
て
原
文
マ
マ（

（2
（

）

傍
線
部
の
句
読
点
は
、
統
語
関
係
を
示
す
上
で
の
模
範
的
な
付
し
方
で
は

な
い
。
句
読
点
の
禁
止
は
こ
う
し
た
句
読
点
を
避
け
る
た
め
に
な
さ
れ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
こ
の
場
合
、
文
意
を
明
瞭
に
伝
え
る
消
費
者
志
向
の
句
読
点

に
つ
い
て
、
意
識
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
正
し
い
位
置
に
付
す
こ
と
が

必
要
と
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

二
点
目
及
び
三
点
目
に
関
し
て
は
、
編
集
者
の
側
で
適
切
な
句
読
点
を
付

す
こ
と
で
模
範
を
示
す
こ
と
が
で
き
る
。
三
巻
二
〇
号
以
降
の
句
読
点
は
、

そ
う
し
た
性
質
の
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、『
世
界
』
は

投
稿
規
定
・
掲
載
作
文
共
に
形
式
が
一
定
せ
ず
、
一
貫
し
た
編
集
意
図
の
推

定
が
難
し
い
た
め
、
本
稿
で
は
可
能
性
を
示
す
に
止
め
る
。

『
文
集
』で
は
、
創
刊
当
初
よ
り
句
読
点
を
付
し
て
作
文
が
掲
載
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
は
、
消
費
者
志
向
の
句
読
点
の
必
要
性
が
意
識
さ
れ
た
た
め
で
あ

る
。
こ
れ
に
対
し
、『
世
界
』
で
句
読
点
が
禁
じ
ら
れ
、
ま
た
掲
載
さ
れ
た
作

文
に
も
あ
る
時
期
ま
で
使
用
さ
れ
て
い
な
い
の
は
、
句
読
点
＝
初
心
者
向
け

と
い
う
意
識
が
あ
っ
た
か
、
又
は
不
適
切
な
句
読
点
を
避
け
る
た
め
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
意
見
発
表
と
い
う
目
的
の
上
で
、
句
読
点
を
付

す
こ
と
、
及
び
そ
の
付
し
方
に
つ
い
て
の
規
範
意
識
が
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
っ

た
こ
と
を
示
す
。

六
　
結
論

明
治
二
〇
年
代
に
は
、『
太
陽
』
等
の
雑
誌
で
は
、
文
章
全
体
に
句
読
点
を

使
用
す
る
も
の
が
増
加
す
る
。
こ
れ
は
消
費
者
志
向
の
句
読
点
が
広
ま
っ
て

い
た
こ
と
を
示
す
。

こ
れ
に
対
し
、
投
稿
作
文
で
は
状
況
が
異
な
る
。
博
文
館
の
未
成
年
向
け

の
投
稿
雑
誌
で
は
、
中
等
教
育
程
度
が
対
象
の
『
少
年
文
集
』
等
で
句
読
点

の
使
用
が
要
請
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
こ
れ
ら
の
雑
誌
が
意
見
発
表
を
目

的
と
し
て
お
り
、
文
意
を
明
瞭
化
す
る
句
読
点
が
意
識
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。

一
方
、
対
象
に
低
年
齢
層
も
含
む
『
少
年
世
界
』
で
は
、
句
読
点
が
禁
じ
ら

れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
句
読
点
が
も
と
は
初
心
者
向
け
の
も
の
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
て
い
た
た
め
か
、
あ
る
い
は
投
稿
者
の
作
文
能
力
の
未
熟
に
よ
り
統
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語
境
界
を
示
す
上
で
不
適
切
な
句
読
点
が
含
ま
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
そ
れ
を

さ
け
る
た
め
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
以
上
の
状
況
は
、
こ
の
時
期
に
お
い

て
消
費
者
志
向
の
句
読
点
と
そ
の
付
し
方
に
つ
い
て
の
規
範
意
識
が
形
成
さ

れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
。

注（1
）　

文
部
省
（
一
九
四
六
）「
く
ぎ
り
符
号
は
、
文
脈
を
あ
き
ら
か
に
し
て
文
の

読
解
を
正
し
く
か
つ
容
易
な
ら
し
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。」

（
2
）　

明
治
以
前
に
句
読
法
へ
の
関
心
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、蘭
学
者
や
英

学
者
の
間
で
は
、
文
献
読
解
の
必
要
か
ら
、
文
意
を
明
瞭
化
す
る
句
読
法
の
機

能
が
し
ば
し
ば
注
目
さ
れ
て
い
た
（
杉
本
、
一
九
七
三
）。

（
3
）　

矢
作
（
一
九
七
六
）
一
三
三
ペ
ー
ジ

（
4
）　

オ
ン
グ
（
一
九
九
一
）、
二
五
二
ペ
ー
ジ

（
5
）　

ナ
ジ
（
一
九
五
四
）、
八
二
ペ
ー
ジ

（
6
）　
『
少
年
園
』（
明
治
二
一
年
、
少
年
園
）『
日
本
之
少
年
』（
明
治
二
二
年
、
博

文
館
）『
小
国
民
』（
明
治
二
二
年
、
学
齢
館
）『
少
年
文
武
』（
明
治
二
三
年
、

張
弛
館
）『
少
年
』（
明
治
三
六
年
、時
事
新
報
社
）『
日
本
少
年
』（
明
治
三
九

年
、
実
業
之
日
本
社
）『
少
年
倶
楽
部
』（
明
治
三
〇
、
北
隆
館
）『
少
年
世
界
』

（
明
治
二
八
年
、博
文
館
。
以
下
全
て
博
文
館
）『
少
年
文
集
』（
明
治
二
八
年
）

『
中
学
世
界
』（
明
治
三
一
年
）『
少
女
世
界
』（
明
治
三
九
年
）
滑
川
（
一
九
七

七
）
二
七
八
ペ
ー
ジ

（
7
）　

韻
文
で
は
、文
意
の
明
瞭
化
の
機
能
を
定
型
や
改
行
等
が
担
う
た
め
句
読
点

は
必
ず
し
も
必
要
で
は
な
い
。
又
、
漢
詩
文
は
、
活
版
印
刷
普
及
当
初
か
ら
句

読
点
の
使
用
が
比
較
的
多
い
た
め
、
今
回
は
調
査
対
象
と
し
な
い
。

（
8
）　

文
部
省
（
一
九
四
六
）
で
、〈
…
〉〈
―
〉
は
「
話
頭
を
か
は
す
と
き
や
言
ひ

さ
し
て
や
め
る
場
合
」
に
用
い
、〈
！
〉〈
？
〉
は
感
嘆
・
疑
問
の
気
持
ち
と
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
投
稿
作
文
に
も
稀
に
見
ら
れ
る
が
、統
語
境
界
の
明
示

と
は
別
の
機
能
を
担
う
た
め
、
本
稿
で
は
調
査
対
象
か
ら
除
外
し
た
。

（
9
）　

高
津
鍬
三
郎
『
日
本
中
文
典
』、
二
六
六
ペ
ー
ジ
（
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル

コ
レ
ク
シ
ョ
ン　

http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/864055　

閲
覧
日
：

平
成
三
〇
年
八
月
三
〇
日
）

（
10
）　

新
保
磐
次『
中
学
国
文
典
』（
明
治
三
〇
年
）や
大
槻
文
彦『
中
等
教
育　

日

本
文
典
』（
明
治
三
〇
年
）
な
ど

（
11
）　

須
永
金
三
郎
『
日
本
学
生
用
文
』、
二
二
ペ
ー
ジ
（
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ

タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン　

http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/865127　

閲

覧
日
：
平
成
三
〇
年
八
月
三
〇
日
）

（
12
）　

並
列
や
人
名
の
句
切
り
を
示
す
他
、「
各
党
派
の
意
向
を
約
す
れ
ば
対
局
の

勝
利
を
征
清
に
期
す
る
は
同
じ
き
な
り
此
目
的
を
達
す
る
が
為
に
政
府
を
し

て
内
顧
の
憂
無
か
ら
し
む
る
は
同
じ
き
な
り
〔
…
〕
此
方
針
に
依
拠
す
る
を
疑

は
ず
、
政
府
若
し
内
は
国
民
の
心
を
心
と
し
て
〔
…
〕」（『
太
陽
』
一
巻
一
号
、

一
九
六
ペ
ー
ジ
）の
よ
う
に
部
分
的
に
句
読
点
を
用
い
る
も
の
も
こ
こ
に
含
め

て
い
る
。

（
13
）　
『
少
国
民
』
は
十
一
巻
九
、
十
二
号
、
十
三
巻
二
一
号
、
十
四
巻
五
、
八
号

未
見
。『
少
年
倶
楽
部
』
は
一
巻
二
、
六
号
未
見
。

（
14
）　

創
刊
号
で
は
十
歳
十
一
ヶ
月
〜
十
七
歳
十
ヶ
月
。

（
15
）　

十
三
巻
一
号
（
明
治
四
〇
年
）
で
は
、
八
九
作
中
二
七
作
で
現
行
の
句
読
法

を
用
い
る
一
方
、
二
二
作
が
「
な
し
」
又
は
「
パ
ラ
」
で
あ
る
。

（
16
）　
『
学
生
筆
戦
場
』
第
七
号
に
よ
れ
ば
、
常
連
投
稿
者
の
五
人
は
十
五
〜
二
十

歳
で
、
全
て
上
級
学
校
へ
進
学
、
又
は
個
人
か
ら
教
育
を
受
け
て
い
る
。

（
17
）　

木
村
（
一
九
四
二
）

（
18
）　

須
永
『
日
本
学
生
用
文
』
に
も
「
圏
点
ハ
後
ノ
読
者
自
ラ
読
下
ニ
便
セ
ン
ガ

為
メ
施
ス
モ
ノ
ニ
シ
テ
自
ラ
附
ス
可
キ
モ
ノ
ニ
ア
ラ
ズ
」（
二
四
ペ
ー
ジ
）
と

あ
る
。
又
、『
少
年
園
』
八
七
号
で
も
圏
点
を
禁
止
し
て
お
り
、
投
稿
作
文
に

自
ら
圏
点
を
施
す
こ
と
は
一
般
に
好
ま
し
く
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

（
19
）　

二
巻
三
号
で
「
句
読
及
び
圏
点
を
施
す
こ
と
な
か
れ
。」
と
「
句
読
を
施
す
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べ
し
」
が
併
記
さ
れ
て
い
る
が
、
印
刷
時
の
ミ
ス
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
20
）　
『
少
年
文
集
』
二
巻
十
二
号
、
改
良
広
告
（
明
治
二
九
年
）

（
21
）　

一
巻
十
五
号
で
は
、「
少
年
世
界
と
少
年
文
集
と
は
離
る
へ
か
ら
ざ
る
関
係

あ
り
て
、前
者
を
机
上
に
備
ふ
る
人
は
後
者
を
も
座
右
に
置
く
の
要
あ
る
を
知

る
べ
し
。」（
七
二
ペ
ー
ジ
）
と
述
べ
る
。
投
稿
規
定
で
も
「
掲
載
し
得
さ
る
分

は
凡
て
之
を
少
年
文
集
に
掲
ぐ
る
こ
と
と
せ
り
投
書
家
は
須
く
少
年
文
集
を

併
読
せ
よ
。」
と
述
べ
る
（『
世
界
』
二
巻
三
号
、
八
一
ペ
ー
ジ
）。

（
22
）　
「
肩
書
き
や
年
齢
の
記
載
の
あ
る
も
の
は
一
四
二
件
あ
り
、
そ
の
主
な
内
訳

は
、
小
学
校
十
九
人
、
尋
常
小
学
校
十
二
人
、
高
等
小
学
校
三
七
人
、
中
学
校

五
人
、
十
二
歳
三
人
、
十
三
歳
二
人
、
十
四
歳
八
人
、
十
五
歳
十
四
人
、
十
六

歳
十
一
人
と
な
っ
て
お
り
、
記
載
の
あ
る
も
の
で
言
え
ば
、
十
四
〜
十
六
歳
が

多
い
」（
土
居
（
二
〇
〇
八
）、
十
ペ
ー
ジ
）

（
23
）　

尋
常
中
学
生
七
人
、
小
学
生
三
人
、
尋
常
師
範
学
校
生
二
人
、
軍
隊
二
人
、

高
等
小
学
生
一
人
、
予
備
校
一
人
、「
○
○
学
校
」
の
み
の
記
載
で
校
種
の
わ

か
ら
な
い
も
の
が
四
人
い
た
。
中
等
教
育
相
当
の
私
立
校
で
あ
る
皇
学
館
、東

京
支
校
が
一
人
ず
つ
見
ら
れ
た
。

（
24
）　

四
作
品
中
句
読
点
の
あ
る
も
の
は
二
作
あ
る
。印
刷
さ
れ
た
作
文
と
比
較
す

る
と
、〈
﹆

〉
を
使
用
す
る
も
の
は
誌
上
で
は
〈
。
〉
に
変
更
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
掲
載
時
に
〈
、
〉
を
一
部
削
除
さ
れ
て
い
る
も
の
が
一
作
あ
る
。
翻
刻
に

は
句
読
点
が
な
く
、
掲
載
作
文
は
〈
、
〉
を
用
い
る
も
の
が
一
作
あ
る
。
翻

刻
・
掲
載
さ
れ
た
作
文
共
に
に
全
く
用
い
な
い
も
の
が
一
作
あ
る
。

（
25
）　

開
智
学
校
、
明
治
三
三
年
度
尋
常
小
学
四
年
。
目
録
番
号
Ⅶ-5-4M

-293

参
考
文
献

岩
田
一
正
（
一
九
九
七
）「
明
治
後
期
に
お
け
る
少
年
の
書
字
文
化
の
展
開
―
『
少

年
世
界
』の
投
稿
文
を
中
心
に
―
」『
教
育
学
研
究
』第
六
四
巻
、
第
四
号
、
日

本
教
育
学
会
、
四
一
七-

四
二
六

オ
ン
グ
、W

. J.

、
桜
井
直
文
、
林
正
寛
、
糟
谷
啓
介
訳
（
一
九
九
一
）『
声
の
文
化

と
文
字
の
文
化
』
藤
原
書
店

木
村
小
舟
（
一
九
四
二
）『
少
年
文
学
史　

明
治
編
』
童
話
春
秋
社

紅
野
謙
介
（
二
〇
〇
三
）「
中
等
教
育
の
再
編
と
「
国
語
」
教
科
の
成
立
」『
投
機
と

し
て
の
文
学
』
新
曜
社
、
六
二-

九
一
ペ
ー
ジ

小
林
芳
規
（
一
九
七
七
）「
表
記
法
の
変
遷
」『
現
代
作
文
講
座
6　

文
字
と
表
記
』、

明
治
書
院
、
二
一
一-

二
七
三
ペ
ー
ジ

坂
井
晶
子
（
二
〇
一
八
）「
明
治
・
大
正
期
の
初
等
教
育
に
お
け
る
句
読
法
―
作
文

教
育
を
中
心
に
―
」『
日
本
語
の
研
究
』、
八
四-

一
〇
〇
ペ
ー
ジ

杉
本
つ
と
む
（
一
九
六
七
）「
句
読
法
の
史
的
考
察
―
江
戸
時
代
の
文
学
作
品
を
中

心
に
し
て
」『
武
蔵
野
女
子
大
学
紀
要
』
二
号
、
武
蔵
野
女
子
大
学
紀
要
編
集

委
員
会
、
十
一-

二
六
ペ
ー
ジ

同 

（
一
九
七
三
）「
蘭
化
を
め
ぐ
る
二
つ
の
新
資
料
―
「
和
蘭
点
例
考
」・「
蘭
学
緒

言
」
に
つ
い
て
」『
武
蔵
野
女
子
大
学
紀
要
』
八
号
、
武
蔵
野
女
子
大
学
紀
要

編
集
委
員
会
、
一
〇
五-

一
二
四
ペ
ー
ジ

坪
谷
善
四
郎
（
一
九
三
七
）『
博
文
館
五
十
年
史
』
博
文
館
（
復
刻
版
『
社
史
で
見

る
日
本
経
済
史　

第
七
七
巻　

博
文
館
五
十
年
史
』ゆ
ま
に
書
房
、
二
〇
一
四

を
参
照
し
た
）

土
居
安
子
（
二
〇
〇
八
）「「
少
年
世
界
」（
博
文
館
）
の
読
者
投
稿
欄
の
考
察
―
明

治
期
の
読
者
が
み
た
「
少
年
世
界
」
―
」『
国
際
児
童
文
学
館
紀
要
』
二
一
号
、

大
阪
国
際
児
童
文
学
館
、
一-

二
一
ペ
ー
ジ

ナ
ジ
、
ヨ
ゼ
フ
（
一
九
五
四
）『
印
刷
術
教
科
書　

第
二
学
年
用
』
帝
都
育
英
工
業

学
校

滑
川
道
夫
（
一
九
七
七
）『
日
本
作
文
綴
方
教
育
史
1　

明
治
篇
』
国
土
社

飛
田
良
文
（
一
九
七
四
）「
句
読
表
示
の
成
立
過
程
―
明
治
初
年
か
ら
『
句
読
法
案
』

ま
で
」『
言
語
生
活
』
二
七
七
号
、
筑
摩
書
房
、
四
九-

六
〇
ペ
ー
ジ

文
部
省
（
一
九
四
六
）「
句
切
り
符
号
の
使
ひ
方
」（
文
化
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w

w
.bunka.go.jp/kokugo_nihongo/sisaku/joho/joho/

kijun/sanko/pdf/kugiri.pdf　

閲
覧
日
：
平
成
三
〇
年
八
月
三
〇
日
）
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矢
作
勝
美
（
一
九
七
六
）『
明
朝
活
字　

そ
の
歴
史
と
現
状
』
平
凡
社

矢
田
勉（
一
九
九
八
）「
印
刷
時
代
に
お
け
る
国
語
書
記
史
の
原
理
」『
東
京
大
学
国

語
研
究
室
創
設
百
周
年
記
念　

国
語
研
究
論
集
』
汲
古
書
院
、
五
六
七-

五
八

五
ペ
ー
ジ

米
田
俊
彦
（
一
九
九
一
）『
近
代
日
本
中
学
校
制
度
の
確
立　

法
制
・
教
育
機
能
・

支
持
基
盤
の
形
成
』
東
京
大
学
出
版
会

長
野
県
松
本
市
旧
開
智
学
校
所
蔵
の
作
文

調
査
資
料

国
＝
国
際
児
童
文
学
館
蔵
、
関
＝
関
西
大
学
図
書
館
蔵
、
明
＝
東
京
大
学
大
学
院
法

学
政
治
学
研
究
科
附
属
近
代
日
本
法
政
史
料
セ
ン
タ
ー
明
治
新
聞
雑
誌
文
庫

蔵
、
近
＝
日
本
近
代
文
学
館
蔵

『
穎
才
新
誌
』『
幼
年
雑
誌
』『
少
年
園
』（
不
二
出
版
復
刻
版
）『
日
本
之
少
年
』

（
柏
書
房
復
刻
版
）『
少
年
』『
日
本
少
年
』（
国
）『
少
年
世
界
』（
名
著
普
及

会
復
刻
版
、
国
、
近
）『
日
本
全
国
小
学
生
徒
筆
戦
場
』『
学
生
筆
戦
場
』（
国

会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
国
、
明
）『
少
年
文
集
』『
中
学
世
界
』

（
関
西
大
学
附
属
図
書
館
蔵
書
）『
小
国
民
』（
不
二
出
版
復
刻
版
、
国
会
図
書

館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
国
）『
少
年
倶
楽
部
』（
国
、
明
）『
日
本
大
家

論
集
』『
婦
女
雑
誌
』（
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）『
太
陽
』

（
日
本
名
書
出
版
復
刻
版
）

（
さ
か
い
・
あ
き
こ　

本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
）
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表五　『少年世界』投稿文における句読法表五　『少年世界』投稿文における句読法

段落・
文章末
〈、〉

段落・
文章末
〈。〉

並列
など

段落・文章
末〈。〉 ？ 現行

28 1(1) 4 2 1(1) 1 1 5 2 16 25.0% 62.5%
1(2) 23 1 8 1 3 1 37 62.2% 64.9%
1(3) 21(7) 1 1 3 4 1 1 2 1 35 60.0% 65.7%
1(4) 9(1) 1 5 3 3 4 1 26 34.6% 38.5%
1(5) 14(2) 4 2 2 3 2 27 51.9% 51.9%
1(6) 21(4) 1(1) 3 2 2 1 1 31 67.7% 80.6%
1(7) 22(3) 1 1 1 1 1 1(1) 28 78.6% 85.7%
1(8) 15 2 1 1 19 78.9% 89.5%
1(9) 14(1) 2 1 1 18 77.8% 94.4%
1(10) 23(1) 3 2 1 29 79.3% 96.6%
1(11) 13(2) 1 1(1) 1 16 81.3% 87.5%
1(12) 33(5) 2 1 1 1 2 40 82.5% 90.0%
1(13) 42(5) 1 3(1) 1 5(1) 52 80.8% 82.7%
1(14) 24(2) 2 1 2(1) 1 30 80.0% 90.0%
1(15) 22(4) 1 1 24 91.7% 95.8%
1(16) 44(11) 1 45 97.8% 100.0%
1(17) 32(3) 32 100.0% 100.0%
1(18) 36(6) 1 37 97.3% 97.3%
1(19) 17(6) 17 100.0% 100.0%
1(20) 33(7) 2 2 37 89.2% 94.6%
1(21) 34(4) 2 1 37 91.9% 97.3%
1(22) 28(2) 2 1 31 90.3% 96.8%
1(23) 18(1) 1 1 20 90.0% 95.0%
1(24) 18(3) 18 100.0% 100.0%

29 2(1) 23(3) 1 1 2(1) 27 85.2% 92.6%
2(2) 39 1 40 97.5% 100.0%
2(3) 34(1) 34 100.0% 100.0%
2(4) 32(5) 2 1 35 91.4% 97.1%
2(5) 32 2 34 94.1% 100.0%
2(6) 33 1 2 36 91.7% 100.0%
2(7) 11(4) 11 100.0% 100.0%
2(8) 35(3) 1 36 97.2% 100.0%
2(9) 35(5) 1 36 97.2% 97.2%
2(10) 39 1 40 97.5% 97.5%
2(11) 36(1) 1 1 38 94.7% 97.4%
2(12) 30(3) 1 1 32 93.8% 96.9%
2(13) 5(3) 5 100.0% 100.0%
2(14) 35(8) 35 100.0% 100.0%
2(15) 40(6) 40 100.0% 100.0%
2(16) 28(1) 28 100.0% 100.0%
2(17) 29 1 1 31 93.5% 96.8%
2(18) 31(1) 1 1 33 93.9% 100.0%
2(19) 8(3) 8 100.0% 100.0%
2(20) 26(5) 1 27 96.3% 100.0%
2(21) 32(2) 1 33 97.0% 100.0%
2(22) 31(1) 1 32 96.9% 96.9%
2(23) 30(1) 30 100.0% 100.0%
2(24) 16 1 17 94.1% 100.0%

30 3(1) 14(4) 14 100.0% 100.0%
3(2) 21(2) 21 100.0% 100.0%
3(3) 22(2) 2 24 91.7% 100.0%
3(5) 42(3) 1 43 97.7% 100.0%
3(6) 19(2) 1 20 95.0% 100.0%
3(7) 25(4) 25 100.0% 100.0%
3(8) 13(3) 1 14 92.9% 100.0%
3(9) 17(10) 1 18 94.4% 100.0%
3(10) 30(8) 1 1 1 1 34 88.2% 94.1%
3(11) 21(2) 1 22 95.5% 100.0%
3(12) 20(1) 20 100.0% 100.0%
3(13) 3 7 1 4(1) 1 16 18.8% 68.8%
3(14) 5(3) 10 1 16 31.3% 93.8%

なし＋
パラの
割合

年度
(明治) 巻号

パラ 〈、〉〈。〉

なしの
割合

なし 〈、〉〈。〉 その他 計
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表六　『少年文集』投稿文における句読法

3(15) 10(9) 8 1(1) 19 52.6% 100.0%
3(16) 3 19 1 23 13.0% 95.7%
3(18) 2(1) 20 22 9.1% 100.0%
3(19) 2 17 1 20 10.0% 95.0%
3(20) 1(1) 2 1 16 2 22 4.5% 13.6%
3(21) 5(5) 1(1) 4 1 11 45.5% 54.5%
3(22) 2 1 1 2(1) 1(1) 7 28.6% 57.1%
3(23) 9 5 1 15 0.0% 0.0%
3(25) 1 11(5) 1 13 0.0% 0.0%

31 4(1) 1(1) 3(1) 3(2) 1 1 9 0.0% 0.0%
4(3) 2 1 2(1) 5 0.0% 0.0%
4(4) 5 1 6 0.0% 0.0%
4(7) 1 5(3) 1 1 8 0.0% 0.0%
4(10) 8(2) 3(2) 1(1) 12 0.0% 0.0%
4(12) 3(2) 4 2(2) 9 0.0% 0.0%
4(14) 2 2(2) 4 0.0% 0.0%
4(15) 5(2) 2(2) 1 1 9 0.0% 0.0%
4(17) 6(3) 6 0.0% 0.0%
4(19) 2 1(1) 3 6 0.0% 0.0%
4(22) 3(2) 1 4 75.0% 75.0%

表六　『少年文集』投稿文における句読法

段落・
文章末
〈、〉

段落・
文章末
〈。〉

並列な
ど

段落・文章
末〈。〉 ？ 現行

28 1(1) 33(9) 4 3(2) 4 5(1) 3 2 21 4 79 41.8% 46.8%
1(2) 101 1 3 6 9 7 4 10 29 6 176 57.4% 59.7%
1(3) 27 1 3 3 1 2 3 1 41 65.9% 68.3%

29 2(1) 41(2) 2 2 2 4 3 54 75.9% 75.9%
2(2) 2 48 5 55 0.0% 0.0%
2(3) 2 48 6 1 57 0.0% 0.0%
2(4) 27 5 32 0.0% 0.0%
2(5) 4(4) 39(1) 1 44 0.0% 0.0%
2(6) 1(1) 38(1) 4 43 0.0% 0.0%
2(7) 3(2) 3 37 4(1) 2 49 0.0% 0.0%
2(8) 2 38(4) 3 43 0.0% 0.0%
2(9) 40(5) 3 3 46 0.0% 0.0%
2(10) 1(1) 38(7) 13 2 54 0.0% 0.0%
2(11) 7(1) 2 19(4) 11 3 42 0.0% 0.0%
2(12) 1 1 3(2) 1 24(4) 8 7 45 2.2% 2.2%

30 3(1) 1(1) 9(7) 1 18(1) 2 3 34 2.9% 2.9%
3(2) 1 13 2 2 2 20 0.0% 0.0%
3(3) 7(6) 17(2) 8 1 2 35 0.0% 0.0%
3(4) 1(1) 2(2) 2(2) 11(1) 5(1) 21 4.8% 4.8%
3(6) 2 4(4) 1(1) 15(2) 4 4 30 6.7% 6.7%
3(7) 2(2) 1(1) 4(4) 9(1) 1 4 21 9.5% 9.5%
3(8) 1 1(1) 7(6) 2 12(1) 8 2 33 3.0% 3.0%
3(9) 1(1) 8(6) 8(1) 6 5 1 29 3.4% 3.4%
3(10) 1(1) 1 7(4) 14(2) 4(1) 4 31 3.2% 3.2%
3(12) 1(1) 5(4) 2 9(2) 7 5(2) 29 0.0% 3.4%
3(13) 3(1) 11(6) 8 4 3 29 0.0% 0.0%
3(14) 1 5(1) 15(6) 3 5 3(1) 32 0.0% 3.1%

31 4(1) 1(1) 2 18(8) 2 5 28 0.0% 0.0%
4(2) 1 6(2) 1 13(4) 2(2) 5 28 3.6% 3.6%
4(3) 7(4) 3 9(2) 7(1) 1 27 0.0% 0.0%
4(4) 4 11(4) 4(1) 4(1) 3(1) 2 1 29 13.8% 13.8%
4(6) 1 10(5) 1 10(3) 2 5 29 3.4% 3.4%
4(7) 1(1) 4(2) 4 3(2) 8(2) 1 21 4.8% 4.8%
4(8) 1(1) 2(2) 3 9(3) 4 1 1 21 4.8% 4.8%
4(9) 1 3(2) 1(1) 7 4(2) 3(1) 19 5.3% 5.3%

注１　『世界』の句読法の変化に合わせ、太罫線を用いている。『文集』の太罫線は『世界』に時期を合わせている。

注２　書牘文に関しては、（　）内に内数を示している。

なしの
割合

なし＋
パラの
割合

〈。〉 その他 合計〈、〉〈。〉

年度
(明治) 巻号

なし パラ 〈、〉

3(15) 10(9) 8 1(1) 19 52.6% 100.0%
3(16) 3 19 1 23 13.0% 95.7%
3(18) 2(1) 20 22 9.1% 100.0%
3(19) 2 17 1 20 10.0% 95.0%
3(20) 1(1) 2 1 16 2 22 4.5% 13.6%
3(21) 5(5) 1(1) 4 1 11 45.5% 54.5%
3(22) 2 1 1 2(1) 1(1) 7 28.6% 57.1%
3(23) 9 5 1 15 0.0% 0.0%
3(25) 1 11(5) 1 13 0.0% 0.0%

31 4(1) 1(1) 3(1) 3(2) 1 1 9 0.0% 0.0%
4(3) 2 1 2(1) 5 0.0% 0.0%
4(4) 5 1 6 0.0% 0.0%
4(7) 1 5(3) 1 1 8 0.0% 0.0%
4(10) 8(2) 3(2) 1(1) 12 0.0% 0.0%
4(12) 3(2) 4 2(2) 9 0.0% 0.0%
4(14) 2 2(2) 4 0.0% 0.0%
4(15) 5(2) 2(2) 1 1 9 0.0% 0.0%
4(17) 6(3) 6 0.0% 0.0%
4(19) 2 1(1) 3 6 0.0% 0.0%
4(22) 3(2) 1 4 75.0% 75.0%

表六　『少年文集』投稿文における句読法

段落・
文章末
〈、〉

段落・
文章末
〈。〉

並列な
ど

段落・文章
末〈。〉 ？ 現行

28 1(1) 33(9) 4 3(2) 4 5(1) 3 2 21 4 79 41.8% 46.8%
1(2) 101 1 3 6 9 7 4 10 29 6 176 57.4% 59.7%
1(3) 27 1 3 3 1 2 3 1 41 65.9% 68.3%

29 2(1) 41(2) 2 2 2 4 3 54 75.9% 75.9%
2(2) 2 48 5 55 0.0% 0.0%
2(3) 2 48 6 1 57 0.0% 0.0%
2(4) 27 5 32 0.0% 0.0%
2(5) 4(4) 39(1) 1 44 0.0% 0.0%
2(6) 1(1) 38(1) 4 43 0.0% 0.0%
2(7) 3(2) 3 37 4(1) 2 49 0.0% 0.0%
2(8) 2 38(4) 3 43 0.0% 0.0%
2(9) 40(5) 3 3 46 0.0% 0.0%
2(10) 1(1) 38(7) 13 2 54 0.0% 0.0%
2(11) 7(1) 2 19(4) 11 3 42 0.0% 0.0%
2(12) 1 1 3(2) 1 24(4) 8 7 45 2.2% 2.2%

30 3(1) 1(1) 9(7) 1 18(1) 2 3 34 2.9% 2.9%
3(2) 1 13 2 2 2 20 0.0% 0.0%
3(3) 7(6) 17(2) 8 1 2 35 0.0% 0.0%
3(4) 1(1) 2(2) 2(2) 11(1) 5(1) 21 4.8% 4.8%
3(6) 2 4(4) 1(1) 15(2) 4 4 30 6.7% 6.7%
3(7) 2(2) 1(1) 4(4) 9(1) 1 4 21 9.5% 9.5%
3(8) 1 1(1) 7(6) 2 12(1) 8 2 33 3.0% 3.0%
3(9) 1(1) 8(6) 8(1) 6 5 1 29 3.4% 3.4%
3(10) 1(1) 1 7(4) 14(2) 4(1) 4 31 3.2% 3.2%
3(12) 1(1) 5(4) 2 9(2) 7 5(2) 29 0.0% 3.4%
3(13) 3(1) 11(6) 8 4 3 29 0.0% 0.0%
3(14) 1 5(1) 15(6) 3 5 3(1) 32 0.0% 3.1%

31 4(1) 1(1) 2 18(8) 2 5 28 0.0% 0.0%
4(2) 1 6(2) 1 13(4) 2(2) 5 28 3.6% 3.6%
4(3) 7(4) 3 9(2) 7(1) 1 27 0.0% 0.0%
4(4) 4 11(4) 4(1) 4(1) 3(1) 2 1 29 13.8% 13.8%
4(6) 1 10(5) 1 10(3) 2 5 29 3.4% 3.4%
4(7) 1(1) 4(2) 4 3(2) 8(2) 1 21 4.8% 4.8%
4(8) 1(1) 2(2) 3 9(3) 4 1 1 21 4.8% 4.8%
4(9) 1 3(2) 1(1) 7 4(2) 3(1) 19 5.3% 5.3%

注１　『世界』の句読法の変化に合わせ、太罫線を用いている。『文集』の太罫線は『世界』に時期を合わせている。

注２　書牘文に関しては、（　）内に内数を示している。

なしの
割合

なし＋
パラの
割合

〈。〉 その他 合計〈、〉〈。〉

年度
(明治) 巻号

なし パラ 〈、〉
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